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施 策 の ポ イ ン ト
　複数の大学との協働で、体操の作成及び普及を実施することにより、大学との連携が強化された。また、
子どもから高齢者まで一緒にできるよう工夫したことにより、多くの市民に広がり、健康づくりのみではな
く、まちづくりに繋がっている。

施　策　の　概　要
１．取組に至る背景・目的
　市民の健康づくり計画に基づき、「メタボリックシンドローム対策」と「心の健康づくり対策」の具体的
取り組みの一つとして、市のオリジナル体操「にっしん体操」を作成した。この体操を広く市民に普及する
ことで、運動習慣の定着化や健康意識の向上を図る。
２．取組の具体的内容
※①②とも、３大学との連携により実施。
①体操の作成…楽曲と体操の振り付けをオリジナルで作成した。曲は１種類であるが、振り付けは運動の強
度が異なる４種類を作成し、子どもから高齢者までが体力にあわせて体操を選ぶことができるものとした。
また、監修は大学の医師による。
②普及…DVD・CDや体操イラストを作成し、貸出や配布、市ホームページでの公開をしている。また、講
習会も市内の幼稚園・保育園や小学校などの子どもから、地域サロンや施設の高齢者まで、地域で行われる
イベントやお祭り・防災訓練等でも行っている。
３．施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　体操の普及により、日常生活における運動習慣の意識向上へ繋げるとともに、心の健康づくりへの効果を
期待した。また、高齢者だけでなく、若い年代層へも普及を図るため、より効果的な方法として、子どもを
通じた普及を目指す。
４．現在までの実績・成果
①講習会等の実施…幼稚園・保育園や小学校、市の主催するイベント、地域で行われる祭りや防災訓練、高
齢者のサロン等で実施し、延べ241回、延べ15,812名（平成24年９月末現在）に普及啓発し、自主的な取り
組みへ繋がっている。
②各種団体及び個人を対象に、DVDやCDを貸出・配布している。
５．導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　大学連携協定を締結しているため、大学との連携により事業を推進することとした。慣れていないため戸
惑いもあったが、大学の持つノウハウを活かすことができ、大学との連携が強化された。また、普及啓発を
市全体で取り組むことにより、健康づくり団体だけでなく、各種関係団体への普及ができている。
６．今後の課題と展開
　より一層の普及により体操の定着化を進め、体操をきっかけとして、健康づくりを推進するとともに、地
域のつながりをつくっていきたい。より身近な場所での実施を目指すため、地域の公園などでラジオ体操と
ともに、多くの市民が実施していくように進めていく。
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